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Ｑ＆Ａ 

 

Ｑ１：25 年度ＲＯＥ８％必達ということだが、どのように達成していく

のか。 

Ａ１：今年度の、海外事業における低水準の北米ガス価格影響、電力事業

における制度影響・発電所の修繕等といった、収支押し下げの一過

性要因からの回復が期待できる。加えて、北米シェール事業におけ

る北米ガス価格が好転している中での適切なヘッジの実施等によ

る利益拡大、さらには非効率資産の売却等により、分子の利益を伸

長させていく。 

また、分母の自己資本については分子の利益の状況等を踏まえて、

機動的に策を講じていく。 

 

Ｑ２：どのように 30年頃にＲＯＥ10％を目指していくのか。 

Ａ２：成長領域への投資による利益成長と資産・事業の効率化、入れ替え

による資本効率向上、といった事業ポートフォリオマネジメントの

推進を通じて成長していく。現中計期間後の経営計画策定方針にお

ける事業ポートフォリオマネジメントの考え方および適切な資本

政策については、25年 3月にお示しする予定である。 

 

以上 


